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認知症の人にやさしいまちづくり研究
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■ 研究の概要
　人口の高齢化に伴って認知症者が増
加している。認知機能が低下し、日常
生活、社会生活に困難をきたした場合、
本人の意思を尊重し、本人の望む生活
を維持継続する方策を考える必要があ
る。認知症になっても、可能な限り以
前と変わらない生活を継続するために
は、認知症者が尊重され、自信と尊厳
を持って暮らすことのできる地域づく
りをする必要がある。
　本研究課題は、認知症になっても、
医療・介護・ボランティア活動などに
よって、可能な限り、以前と変わらぬ
生活を継続するために、どのように地
域を変える必要があるかを調査研究す
るものである。

■ 他の研究／技術との相違点
　神戸市をコホートに、自治体の協力のもと、自治体の施策に協働する形で調査研究を行う。

■ 今後の展開、実用化へのイメージ
　神戸市全域において、認知機能が低下した人が、何を希望し、何を必要としているかを調査する。
その結果をもとに、神戸市が行う「認知症にやさしいまちづくり施策」の基礎調査を行う。認知症神
戸モデル（診断助成制度、事故救済制度、診断後支援制度）の普及、啓発を行う。
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■ 研究者から一言
　認知症施策の先進都市である神戸市と連携のもと、認知症の人が安心して、尊厳を持って暮らし
ていくことのできるまちづくりについての調査研究を行う。
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